
記
録
的
大
雨
特
別
警
報
時
等
に
お

け
る
松
本
市
の
危
機
管
理
体
制

　
　
　
　

近
年
、
各
地
で
大
雨
が

多
発
し
て
い
る
。
河
川
氾
濫
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
土
砂
災
害
に

よ
る
家
屋
倒
壊
危
険
ゾ
ー
ン
を
公

表
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
河
川
氾
濫
に
伴
う
浸
水

想
定
は
「
松
本
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。
河
川
氾

濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
松
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　

防
災
行
政
無
線
は
聞
き

取
り
に
く
く
、
携
帯
電
話
を
持
っ

て
い
な
い
高
齢
者
な
ど
は
、
特
に

夜
間
の
情
報
収
集
が
難
し
い
。
ど

の
よ
う
な
伝
達
手
段
を
考
え
て
い

る
か
。

【
回
答
】
避
難
情
報
を
発
令
す
る

時
は
、
始
め
に
大
き
な
音
で
サ

イ
レ
ン
を
流
す
の
で
、
窓
を
開
け

て
、
聞
き
耳
を
立
て
た
り
、
早
め

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
放
送
内
容
が
確
認

で
き
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
36

‐
８
６
８
６
）
が
あ
る
。

　
　
　
　

改
訂
し
た
「
松
本
市
避

難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
基
準
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
避
難
情
報
を

出
す
際
に
は
避
難
場
所
を
定
め
て

出
す
と
聞
い
た
。
ど
の
よ
う
に

　
11
月
27
日
に
城
東
公
民
館
に
お

い
て
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
以
前
は
「
市
政
ま
ち
か
ど
ト
ー

ク
」
と
し
て
行
っ
て
い
た
も
の
で
、

約
70
名
の
住
民
と
、
菅
谷
市
長
及

び
市
幹
部
職
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　　

最
初
に
、
市
長
よ
り
「
こ
の
ま

ち
で
生
き
て
い
く
」
と
思
え
る
た

め
の
「
松
本
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

関
す
る
取
組
み
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
つ
の
問
題
に
つ
い

て
市
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等
へ
の
地

域
の
取
り
組
み

　
　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
組
織
化
等
に
参
考
と
な
る
事

例
を
紹
介
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
回
答
】
ま
ず
は
、
各
地
区
で
興

味
の
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の

が
良
い
と
思
う
。（
入
山
辺
地
区
、

な
っ
て
い
る
か
。

【
回
答
】
女
鳥
羽
川
の
東
側
は
城

東
公
民
館
、
西
側
は
安
原
地
区
公

民
館
を
想
定
。
浸
水
被
害
に
関
し

て
、
ご
自
宅
周
辺
の
状
況
を
把
握

し
て
お
く
と
と
も
に
、
危
険
な
時

は
高
い
場
所
へ
逃
げ
て
ほ
し
い
。

空
き
家
・
廃
屋
対
策

　
　
　
　

放
置
さ
れ
管
理
不
全
な

状
態
に
陥
っ
て
い
る
廃
屋
や
空
地

が
あ
る
。
空
き
家
は
、
今
後
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
の
で
、
前
例
に

こ
だ
わ
ら
ず
踏
み
込
ん
だ
解
決
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】
市
は
、
10
月
1
日
に
建

設
部
に
担
当
職
員
を
配
置
し
、
都

市
政
策
課
に
空
き
家
対
策
の
総
合

相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。

　

倒
壊
等
の
怖
れ
の
あ
る
空
き
家

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
国
が
示
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
適
切

な
基
準
を
つ
く
る
予
定
。　
（
小
島
）

白
板
地
区
の
事
例
を
紹
介
）

　
　
　
　

重
複
的
な
見
守
り
体
制

の
た
め
、
市
と
郵
便
局
、
ガ
ス

会
社
等
の
民
間
企
業
が
協
定
を

結
び
、
異
変
が
あ
っ
た
時
は
、
市

へ
の
連
絡
体
制
を
構
築
で
き
な
い

か
。

【
回
答
】
現
在
、
松
本
市
で
は
、
民

間
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
、
見

守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
例
と
し
て
は
、
高
齢
者
等
を
対

象
と
し
た
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
で

弁
当
を
届
け
る
際
に
、
呼
ん
で
も

出
て
こ
な
い
場
合
等
に
市
へ
連
絡

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
新

た
な
協
力
事
業
者
の
拡
大
を
検
討

し
た
い
。

　
　
　
　

熊
本
地
震
の
際
、
当
市

職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
た
が
、

そ
の
内
容
と
市
に
必
要
な
体
制
及

び
市
民
が
地
震
に
対
し
て
準
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
熊
本
市
で
は
、
庁
舎
や

職
員
の
対
応
、
物
資
の
集
積
と
配

送
、
指
定
避
難
所
の
運
営
、
車
中

泊
避
難
の
状
況
等
に
つ
い
て
視
察

し
た
。

　

家
庭
で
は
、
建
物
の
耐
震
化
や

家
具
の
固
定
化
、
１
週
間
程
度
の

水
や
食
糧
及
び
携
帯
ト
イ
レ
等
の

備
蓄
が
重
要
。
ま
た
町
会
で
の
安

否
確
認
や
防
災
訓
練
も
重
要
。

城
東
地
区
市
政
懇
談
会

　

城
東
公
民
館
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
！

質
問
１

質
問
１

質
問
２

質
問
3

質
問
１

質
問
2

質
問
3
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●城東地区●
1905 世帯
　男 1792 人
　女 1912 人
合計 3704 人
Ｈ 30 . 1 . 1 現在



　

11
月
3
日
、
快
晴
。
信
大
留
学

生
と
善
光
寺
へ
出
発
。
参
加
者
は

留
学
生
11
名
を
含
む
計
22
名
。
国

籍
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
タ
イ
、
台
湾
、

中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
多
彩
。
私

の
隣
に
座
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
人

女
性
リ
ー
ド
・
ジ
ェ
ナ
さ
ん
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
チ
コ
校
）
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。
全
員
自
己
紹

介
。
参
加
者
か
ら
留
学
生
に
、
な

ぜ
信
大
を
選
ん
だ
か
質
問
を
す
る

と
、
松
本
は
小
都
市
で
す
が
山
に

囲
ま
れ
自
然
が
豊
か
で
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
信
大
が
素

晴
ら
し
い
大
学
だ
と
す
す
め
ら
れ

た
か
ら
と
の
答
え
が
多
か
っ
た
。

●
善
光
寺
参
り

　

ガ
イ
ド
さ
ん
が
笑
顔
で
お
迎
え
。

私
達
は
最
近
修
復
が
終
っ
た
「
経

蔵
」
を
見
な
が
ら
境
内
へ
。
多
く

の
参
拝
者
が
い
て
、
七
五
三
で
着

飾
っ
た
子
供
た
ち
が
い
る
中
、
国

宝
の
本
堂
の
前
に
立
っ
た
。
創
建

６
４
２
年
、
現
在
の
本
堂
は
、
宝

永
4
年
（
１
７
０
７
年
）
に
再
建

さ
れ
た
。
間
口
24
ｍ
、
高
さ
26
ｍ
、

奥
行
54
ｍ
と
い
う
壮
大
な
お
寺
に

留
学
生
は
感
心
し
た
様
子
。「
お

び
ん
ず
る
様
」
を
な
で
て
薄
暗
い

内
陣
へ
進
み
御
本
尊
に
焼
香
。
い

よ
い
よ
名
代
の
「
お
戒
壇
め
ぐ
り
」

と
な
っ
た
。
階
段
を
お
り
る
と
真

暗
闇
、
恐
怖
が
襲
う
。
回
廊
の
中

程
に
あ
る
秘
仏
の
御
本
尊
に
つ
な

が
っ
て
い
る
「
極
楽
の
錠
前
」
に

た
ど
り
つ
く
間
、
留
学
生
は
声
を

か
け
合
っ
て
恐
る
恐
る
進
む
。
よ

う
や
く
錠
前
に
さ
わ
り
安
堵
の
声
。

明
る
い
出
口
へ
出
る
と
、
こ
の
体

験
で
御
利
益
が
あ
っ
た
よ
う
で
留

学
生
と
親
密
に
な
っ
た
気
持
が
し

た
。

　

昼
食
は
「
淵
之
坊
」
で
精
進
料

理
を
い
た
だ
き
、
肉
、
魚
介
を
使

わ
な
い
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

を
味
わ
っ
た
。

●
長
野
県
立
歴
史
館
見
学

　

千
曲
市
屋
代
に
あ
り
、
開
館
24

年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
中
信
地

方
の
人
達
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の

な
い
施
設
で
あ
る
。
催
し
の
テ
ー

マ
は
「
進
化
す
る
縄
文
土
器
～
流

れ
る
も
よ
う
と
区
画
も
よ
う
」
で
、

学
芸
員
の
方
に
案
内
さ
れ
、
長
野

県
で
出
土
し
た
土
器
を
年
代
順
に

見
学
、
時
代
差
、
地
域
差
の
違
い

が
参
考
に
な
っ
た
。
本
物
の
縄
文

土
器
に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

初
体
験
と
な
っ
た
。
帰
途
の
バ
ス

の
中
で
、
留
学
生
の
「
大
変
楽
し

い
一
日
で
し
た
」
と
の
感
想
を
聞

き
な
が
ら
、
私
に
と
っ
て
も
、
若

い
留
学
生
と
交
流
で
き
て
有
意
義

な
一
日
だ
っ
た
。　　
　
　
（
藤
本
）

　
町
内
公
民
館
長
会
で
は
、

11
月
12
・
13
日
に
、
静
岡
県
内
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
震
に
関
す
る
知
識
と
技
術
の

普
及
向
上
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
館
さ
れ
た
施
設
で
す
。

「
防
災
ビ
デ
オ
」
…
…
…
…
…
…
…

　

地
震
発
生
時
の
対
処
方
法
や
日

頃
の
備
え
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

突
然
、
地
震
が
起
き
た
ら
、
ま

ず
わ
が
身
の
安
全
確
保
が
最
優
先
。

　

そ
し
て
、
地
震
が
起
き
る
前
の

備
え
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら
家

族
で
も
し
も
の
時
は
ど
う
す
る
か

話
し
合
う
等
な
ど
。

　

ま
た
、
日
頃
の
ご
近
所
づ
き
あ

い
を
通
し
て
、
地
域
の
防
災
活
動
、

自
主
防
災
組
織
の
大
切
さ
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

「
地
震
ザ
ブ
ト
ン
」
…
…
…
…
…
…

　

日
本
各
地
で
発
生
し
た
地
震
の

規
模
、
揺
れ
た
時
間
を
リ
ア
ル
に

体
験
で
き
る
一
人
乗
り
の
体
験
装

置
で
す
。

　

突
然
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

椅
子
の
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
い

る
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。

「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
…
…
…
…
…
…

　

家
屋
の
耐
震
補
強
工
法
や
家
具

の
転
倒
防
止
、
備
蓄
品
・
非
常
持

出
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

家
具
の
転
倒
防
止
、
備
蓄
品
等

の
準
備
が
重
要
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

今
回
、
視
察
し
た
防
災
セ
ン

タ
ー
は
、
東
海
地
震
・
津
波
に
対

し
て
の
備
え
に
つ
い
て
多
く
の

展
示
・
学
習
パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
松
本
市
で
は
、
津
波
災
害
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
災
害
に
備
え
る
」

と
い
う
点
で
、
多
く
の
共
通
の
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。　　
　
（
加
藤
）

善光寺本堂前にて

宿坊での昼食

防災ビデオ

家屋等の耐震補強

留
学
生
と
行
く
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク

　
～
城
東
公
民
館
主
催
～

災
害
に
強
い

　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

 

～
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
～

地震体験コーナー
地震ザブトン
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